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概要 

 インターネットを利用して情報を公開する方法として，WWW は最も重要かつ有効な手段である．Web ペ

ージを記述する言語としては，現在では HTML が多用されている．一方，より柔軟性の高い記述方式を提供

する言語として XML が開発され，それに基づいて拡張された XHTML や XML 自体も Web サイトの記述に

用いられるようになった．XML を用いて Web サイトを構築することにより，拡張性と柔軟性が向上し種々

の情報を効率よく処理し，公開することが可能となる．筆者らは，まず総合情報処理センターの既存 HTML
データを活用し，XML によるサイトの開発，構築をおこなった．ここでは HTML で記述されていた Web サ

イトのデータを活用した XML 技術による Web サイトの構成に関して，運用とセキュリティの面からの考察

及び構築について述べる． 
 
キーワード：     WWW,  HTML,  XML,  Web サイト 
 
Abstract 

World Wide Web is a most important and effective means for presenting and retreating information on the Internet 
today. Pages on most Web sites are still described in Hyper Text Markup Language. Some newer sites seem to begin 
utilizing XHTML, developed as an extension to the HTML using XML technology, or native XML, extensible markup 
language for site description. By describing a web site using XML, representation will become more extensible and 
flexible and the data processing will be performed more effectively. We developed an XML based web site using existing 
previous site data written in HTML. This paper discusses how we performed the transition from HTML based to XML 
based site, from administration and security. 
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1.はじめに 

 
 現在，大学の情報系センターでは基幹ネットワーク

システムを管理，運用する機能が重要な位置を占めて

いる．コンピュータネットワークはセンター内や大学

内の情報交換だけでなく，インターネットをはじめと

した大学外との情報交換手段として一般的に用いられ

るようになっている．特にインターネットの急速な普

及により，Web サイトなどによる大学内の情報発信

手段は必要不可欠なもとのなっている．一般世帯への

インターネット環境の普及率もセンターや大学などの

組織の情報を得るときに，まずその組織に関して

Web 検索サイトから検索しホームページを見るとい

うことが一般的になっている[1]．また，ネットワー

ク帯域の広帯域化によりネットワークで流通する情報

も，様々な分野の多種多様な形態をとるようになって

いる． 
 ネットワーク上の情報を記述するマークアップ言語

として，1998 年 W3C(World Wide Web Consortium)か
ら XML(Extensible Markup Language)が勧告された[2]．
XML は様々な構造化言語をつくることができ，これ

まで別個の形態で作成，保存されていた情報を XML
文書として同じ規定の上で作成，保存することができ

る．XML は様々な分野で利用されており，XML 文

書として同じ規格に則って情報が蓄積されている．

XML 技術を用いることにより，これらの異なる分野

の種々の情報を同じ処理システムで扱うことが可能で

ある．様々な情報を XML 文書という規定で蓄積する

ことにより，これまで難しかった種々多様な分野，形

式の情報を横断的に扱うことが可能となる．最近では

アプリケーションの XML への対応が進み，XML 文

書で情報を直接出力することができるものも現れてい

るが，これまで蓄積されている情報のほとんどは

XML ではない形式である．そこで情報の XML への

対応技術は，XML の普及に従い需要が増えると考え

られる． 
 我々は，総合情報処理センターでは大学のネットワ

ークやサーバ等の基幹システムの運用や管理だけでな

く，情報通信に関する教育や研究を積極的におこなう

ことが必要であると考え，通信に関連する先端技術の

教材や実用的なシステムの開発を行っている．特に

我々は次世代の Web 技術として XML に注目してい

る．情報リテラシー教育教材として XML とその関連

技術に関する教材を開発し[3]，実際に情報リテラシ

ー授業で大学一年生を対象に授業で利用している．ま

た，XML データベースシステムについて検討[4]をお

こなうなど，XML の特性を生かした利用技術の研究

をおこなっている．センターでは情報公開手段として，

ネットワークや計算機のシステムの稼動状況や利用方

法，各種申請書のフォーマットなどを Web サイトで

公開しており，色々な情報が集約されている[5]． 
宇都宮大学総合情報処理センターは 2001 年 4 月に

「情報処理センター」から「総合情報処理センター」

に改組拡充された．当時は情報処理センター時代から

の主に HTML を用いた Web サイトを運用していた．

総合化に伴い XML 化を念頭に置いた Web サイトの

改変を行い，2001 年 8 月に Web サイトのデザインと

構成の一新を図るとともに Web ページの記述を

HTML から XHTML に変更した．公開内容も携帯電

話を主な対象としたモバイル端末向けのサービス，ス

トリーミングによる動画配信なども新たに追加し，公

開コンテンツの種類も増加するとともに Web サイト

の構成も複雑化している．さらに積極的に Web サイ

トに新技術の導入をすべく，既存のセンターWeb サ

イトを生かしつつ XML 技術を用いた公開方法を実装

した．そこで，センターWeb サイトに関して XML 技

術の適用を行い，特に既存の HTML(Hyper Text 
Markup Language)で記述されている情報の XML 技術

による公開への移行について検討，考察を行い実装を

行った． 
 

2.センターWeb サイトの概要 

2.1 設計方針 

 
 WWW(World Wide Web)による Web サイト閲覧は，

インターネットの急速な普及とともに情報収集手段と

して広く用いられている．大学の中には，大学のホー

ムページを始め様々な Web サイトが公開されている．

一般的に Web サイトを公開する一番の目的は，情報

を広く組織内外に公開することである．Web サイト

を閲覧する側も，ある組織などに興味を持った人がま

ず初めに情報を得るために，その組織の Web サイト

を確認することも多いであろう． 
Web サイトは WWW サーバとネットワークを稼動

していれば，管理者の勤務時間や勤務日などに係らず

24 時間 365 日常に閲覧することができる．このよう

な安定した Web サイトの運用のためには，サーバの

機能を必要最低限のものとした簡潔なサーバ構成によ

る，サーバ停止の防止と不具合発生時に対する対応の

容易さなどが求められる．また簡潔なサーバ構成はセ

キュリティ性を向上させる上でも有利である． 
大学のホームページは受験生から共同研究を行いた

い企業などの研究者，公開講座や講演会などに参加を

希望する方々など，様々な人が閲覧する Web サイト



である．国内に限らず，留学を希望する学生や海外の

研究者など国外からのアクセスも考えられる．そのた

めに，大学のホームページは様々な閲覧者の環境に対

応した Web サイトである必要性が重要である．様々

な種類やバージョンの WWW ブラウザからのアクセ

スや，狭帯域ネットワークからのアクセスなど，大学

の内外の様々な環境からもページを表示でき，確実に

情報を伝達することが求められる．さらに，閲覧する

側からも更新などのメンテナンスをおこなう側からも，

Web ページの構成が複雑ではなく単純で了解性が高

いことが要求される． 
 一方我々は総合情報処理センターの Web サイトに

関しては，大学のホームページに要求されることに加

え，先端的な技術や広く一般的には用いられていない

有用な技術などを Web サイトに実装し，実際に運用

しながら検証をおこなえる実験的な Web サイトとし

ての一面も持つと考えている．そこで，次の設計方針

をもとに Web サイトを構築している． 
 
・安定した稼動． 
・先進的な技術や有用な技術の積極的な実装． 
・簡潔なサーバ構成． 
 
実験的な運用は安定稼動と相反することになるので，

安定した運用ができ様々な環境からのアクセスに対応

できる部分と，対象を限定してもかまわないが様々な

機能を実装する部分に分けた構成とした．さらに，同

じ Web サイトの内容を持つミラーサーバを用意し，

サーバ自体の不具合にも備えている．また，データベ

ースなどを用いるサービス，広帯域ストリーミングサ

ービスなどは，別の専用サーバを使い Web サーバの

構成の複雑化を避け安定性を向上させるだけでなく，

セキュリティ性，整備の容易さも考慮している． 
 

2.2 Web サーバの構成 

 
 Web サーバは PC サーバであり，HTTP サーバは

Apache[6]を用いている．管理用の Web 運用統計や，

2.3 で述べる各ページの生成などで利用するため，

Perl[7]を実装している．Web サーバで稼動させるサー

ビスは最低限のものだけ実装し，システムを単純化し

て安定稼動と整備の容易さ，セキュリティ性の向上を

図っている． 
 ネットワーク構成の概略を図-1 に示す．宇都宮大

学は学術情報ネットワーク(SINET)を介してインター

ネットに接続している．SINET とは筑波大学学術情

報処理センターノードに 100Mbps の帯域で接続して

いる．総合情報処理センターの Web サイトの World 
Wide Web(WWW)サーバは，大学ネットワークの

DMZ 上に設置されている． 
主なコンテンツは HTTP サーバ で公開しているが，

DMZ 上には他にも動画配信用ストリーミングサーバ，

RFC やソフトウェアの配布及び教育用コンテンツの

ミラーサーバ，ダイヤルアップ接続管理サーバなどが

あり，センターWeb サイトのコンテンツの一部を成

している（図-2）． 
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2.3 Web サイトの構成 
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に示す．Web サイトは大き



くグラフィカルな「基本ページ」（図-4）と，テキス

トベースの「テキストページ」（図-5）に分かれてい

る．「テキストページ」はテキスト WWW ブラウザや

狭帯域，古い WWW ブラウザなどの閲覧者の環境で

も情報提供が可能にするために公開している．「テキ

ストページ」は HTML で記述されている．「テキスト

ページ」を基に「基本ページ」を作成しており，グラ

フィカルなアイコンやボタンで構成される．「基本ペ

ージ」は XML 導入の一環として XHTML での記述を

しているが，「テキストページ」を基にした配置変更

やアイコンやボタンの追加などの構成の変更を施した

のみであり，基本的に HTML による Web サイトの技

術で構築されている．「基

ジ」ともにほとんどの公開

となっている． 
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図-5 テキ

「基本ページ」，「テキスト

ジと英語ページがある．さ

ることができるページと大

み閲覧を許可しているペー

ージは学内外から閲覧可能

リンク先で学内外と学内専

内専用ページは IP アドレ

している． 
 学内専用ページでは，総

請書など学内でしか需要が

用方法など学外への公開に

配布を行っている．学内

100Base 及び 1000Base に

域性を有効に活用するため

開している．同じコンテン

は，複数のビットレートの

に応じた利用を可能として

ンツでは 1Mbps，学外用で

64Kbps と 32Kbps のビット

 

 
図-4 基本ページ 

 

 そのほかセンターからの

動更新ができる，NewsM
ステムや，主に携帯電話向

ども実装している[5]． 
 

3.XML 文書を利用し

 
  XML はシンプルな文

述を提供するため広範囲な

多用な関連技術が開発さ

た文書情報をソースとし
 

本ページ」，「テキストペー

情報は移行前と同様のもの

ストページ 

 

ページ」ともに日本語ペー

らに大学の内外から閲覧す

学内のネットワークからの

ジに分けてある．トップペ

であるが，メニューによる

用ページを分けている．学

スによってアクセス制限を

合情報処理センターへの申

ないコンテンツや詳細な利

向かないコンテンツの公開，

の主なネットワークは，

よる構成であり，その広帯

のコンテンツも制作し，公

ツを学内外に配信する際に

コンテンツを作成し，環境

いる．主に学内専用コンテ

は 256Kbps，モバイル用は

レートで配信をしている。 
お知らせを簡単に入力と自

L[8]を利用した WebUI のシ

けのモバイル対応ページな

た Web ページ公開 

法を持ち，そして柔軟な記

応用が進められ，そのため

れている．XML で記述され

て Web サイトで公開する



様々な技術が開発されており，またそれらの技術を組

み合わせることにより様々な応用が可能になる．

XML は情報を記述する言語であり，XHTML などを

除き直接 XML 文書の WWW ブラウザなどによる表

示には向いていない．一般的に WWW ブラウザで

XML 文書の内容を閲覧するには，元の XML 文書を

XSLT などで XHTML など WWW ブラウザでの閲覧

に適した構造へ変換する．公開する情報の実体が記述

されている XML 文書と，表示するための構造変換を

記述した XSL 文書から WWW ブラウザで表示するた

めの変換をおこなう技術を実装する必要がある．この

変換をサーバでおこなうかクライアントでおこなうか，

またどのような技術を用いるかによって XML 文書の

公開方法が異なってくる．実際にセンターWeb サイ

トとして XML 文書を利用した Web ページを運用す

るには，既存の Web サイトも並行して運用すること

になり，それぞれの Web サイトと関連した運用の容

易さも考慮する必要がある． 
 ここではセンターの Web サイトとして実装し運用

するにあたり、 
 
・HTML で記述されている既存の情報の利用 
・簡潔なサーバ構成 
・拡張性 
・クライアントの制約 
・既存の Web サイトとの並行運用 
 
などの点から次の 5 つの方法について検討をおこなっ

た． 
 
3.1 XHTML 
 
 HTML を XML として再編成したものが XHTML[9]
である。そのために、ほとんどの HTML で記述され

ている Web ページは、容易に XHTML で記述するこ

とができる。サーバ、クライアントのどちらも

HTML による Web ページと同様な構成で、XHTML
に対応することができる（図-6）。 

 HTML で記述されてい

ることで XML 文書とな

することが可能となる。3.2 から 3.5 における XML 文

書は、HTML 文書を XHTML で記述し直した XML 文

書を扱っている。HTML 文書の XML 化は容易におこ

なうことができ、Web サイトのサーバ構成も複雑で

はない。しかし，新たに XML 文書を加える時にも

XHTML で記述する必要があり，HTML で記述した文

書を加えるのと大差なく，Web サイトとしては、

XML 化による利点は少ない． 
 XHTML は HTML から容易に移行できるため，既

存の HTML 文書を XHTML 文書に対応させたり，新

たに加えるページを XHTML に準拠して記述するこ

とは，XML 技術を用いた Web サイトへの移行をおこ

なう上では重要である． 
 

3.2 クライアント側 XSLT 処理 

 
 XML 文書は XSL[10], XSLT[10]を用いることにより、

文書構造を変換することができる。そのままでは

WWW ブラウザでの表示には向いていない XML 文書

を HTML や XHTML などの WWW ブラウザでの表示

に向いている文書に変換をする．元となる情報を記述

している XML 文書で XSL ファイルを指定すること

により，クライアントの WWW ブラウザで文書の変

換をする（図-7）．HTML ファイルから変更した

XHTML ファイルに，適用する XSL ファイルを記述

するタグを追加するだけでよく，既存ファイルを比較

的簡単に利用できる．XSL ファイルを用意すれば，

サーバ構成も HTTP サーバだけでよく追加するサー

ビスもない． 
 

Server

HTTP Server

XML XSL

図-7 クライア

 
Server

HTTP Server

XHTML

図-6 XHTM

 この方法では，XHTML 文書で指定した XSL ファ

イルしか適用することができないので，XML の特長

である柔軟性はあまり生かせない．同じ XML 文書の

内容を異なる XSL ファイルで変換するときには，

XSL ファイルの指定だけを変更した同様の XML ファ

イルが必要である．また，クライアントの WWW ブ
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Lによる実装 
た文書を、XHTML に変更す
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ント側による処理 

 

うことができ XSLT に対応

にページを表示することが



できない． 
 

3.3 JavaScript によるクライアント側処理 

 
 XHTML 文書単体でも XSLT 処理はおこなえるが，

適用する XSL ファイルを変更することは難しい．そ

こで，JavaScript[11] で変換に用いる XML 文書と

XSL ファイルを指定することで，柔軟に XML 文書を

扱うことが可能である． 

XSLT の処理をクライア

でおこなうので，サーバ側

してあればよい（図-8）．
る XML 文書と XSL ファ

らを JavaScript で XML デ

せ変換処理をおこなう．X
指定は，任意に組み合わ

JavaScript を用いるので

XML 文書を変換し出力さ

拡張性がある Web サイト

の Web サイトの XHTML
並行運用も可能である．新

加することが可能であり

ではない XML 文書でも構

 この方法ではクライアン

換処理をおこなうので

JavaScript が使えるだけで

XSLT に対応している W
しまう．また，読み込む文

アント側のネットワーク帯

では Web ページの表示が

起こり得る． 
 

3.4 サーバ側処理 

 

 コードがサーバで実行されるスクリプト言語などを

用いて，サーバ側で XML 文書と XSL から XHTML
文書に変換する方法である（図-9）．クライアントが

読み込んだスクリプトに応じて，サーバにある XML
文書ファイルと XSL ファイルから XSLT プロセッサ

が HTML(XHTML)に変換する． 
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図-9 サーバ側
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図-8 JavaScr

 スクリプトとして比較的扱いやすく実装も簡単な，

PHP(PHP: Hypertext Preprocessor)[12]をサーバスクリプ

トとして用いた．XSLT プロセッサは Ginger Alliance 
Client

WWW Browser

XML XSL

JavaScript
XML Module

XSLXSLXMLXML

 
ipt による実装 
ント側の WWW ブラウザ

には HTTP サーバが実装

XHTML 文書に読み込ませ

イルを指定しておき，それ

ータアイランドに読み込ま

ML 文書と XSL ファイルの

せを指定できる．また，

，ボタンなどに対応して

せるなど，非常に柔軟性と

を作ることができる．既存

文書を指定することにより，

しい XML 文書も簡単に追

，追加する文書は XHTML
わない． 
トの WWW ブラウザで変

，クライアントの環境が 
なく，XML 文書が扱え

WW ブラウザに限定されて

書の量によっては，クライ

域や処理能力が貧弱な環境

円滑に処理されない場合が

 の Sablotron[13] を実装し

を用いた． 
 サーバ側で変換処理をお

の制約は少なく，様々なク

ることが容易である．また

ページの XHTML ファイ

XSL ファイルを用意してお

かした Web サイト構成に

ーバ構成は，HTTP サー

XSLT プロセッサを実装す

ーバ構成になる．この方法

記述したファイルにしたが

こなうため，既存のファイ

したファイルを作成する必

 

3.5 ネイティブ XML

 
 ネイティブ XML データ

XML ツリー構造を保持し

ースである．現在多く用い

Database)でも XML 文書

XML 文書を分解しマッピ

する XML 文書の構造をな

となる．これは XML 文書

表の関係であるリレーショ
Client

WWW Browser

 
処理による実装 
た．HTTP サーバは Apache 

こなうためクライアント側

ライアントの環境に対応す

，XML 文書は既存の Web
ルを用いることができ，

けば XML 文書の長所を生

することが可能である．サ

バの他にスクリプト言語と

ればよく，比較的簡単なサ

では，PHP スクリプトを

って XML 文書の処理をお

ルの他にスクリプトを記述

要がある． 

データベースの利用 

ベースとは，XML 文書を

たまま格納可能なデータベ

られている RDB(Relational 
に対応したものはあるが，

ングする必要があり，格納

どのスキーマの定義が必要

の特徴であるツリー構造と，

ナルデータモデルでは情報



の構造が異なるからである．ネイティブ XML データ

ベースでは，XML 文書をツリー構造のまま格納でき

るため，スキーマがない整形式の XML 文書でも格納

することができる． 
 XML のデータベースに関連する仕様の策定が進む

につれ，ネイティブ XML データベースも様々なもの

が発表されている．我々はこれまでに Apache 
Xindice[14] を用いて XML データベースシステムの

研究・開発を行っている[4]．ここでは，サーバの構

造が比較的複雑にならない図-10 の構成を採用した．

HTTP サーバは Apache を用い，サーブレットは同じ

く The Apache Software Foundation の  Apache 
Tomcat[15] を用いている．ネイティブ XML データベ

ースは  Tomcat と同様に  Java で実装されている 
Apache Xindice を用いた． 

 このシステムでは，ネイ

に Web サイトで公開する

書を格納しておき，クライ

って対応するファイルを出

の XML 文書と XSL ファ

成し，HTTP サーバがクラ

ザに送信する．データベ

XML 文書と XSL ファイル

レットがおこなう．既存の

などの一致を図るには，定

を既存の Web サイトの対

更新をおこなうことで実現

本システムの最大の特徴

登録する情報を拡張するこ

トとしての機能だけでなく

サービスを実装することが

センターの利用者などの情

に異なる情報を提供する

実装により Web サービス

への発展も考えられる．サ

うため，柔軟に種々のクラ

ことができる． 
 このシステムでは，HTTP Server のほかに Servlet 
や Database，さらにそれらを稼動させるために Java 
をサーバに実装する必要がある．また，Web サーバ

自体にデータベースが実装されており，セキュリティ

向上を考えデータベースを他のサーバで稼動させると

さらに複雑なサーバ構成になってしまう． 
 

3.6 考察 

 
 3.1 のような既存の HTML 文書の XHTML 文書への

変換や XHTML による Web ページの記述は，既存の

Web サイトからの移行の際には，非常に重要である．

今回の既存のセンターWeb サイトの「基本ページ」

は，XHTML で記述されていたため，既存 Web サイ

トと XML 技術を用いた Web サイトの並行運用を可

能にしている． 
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HTTP Server
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XSLXSLXSL
XSLXSLXSL
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図-10 XML デー

3.1 や 3.2 の方法は，XML 文書を Web サイトで扱

うには拡張性が乏しく，これらの技術の実装だけでは

XML の特長を活かした実用的な Web サイトの構成は

難しい．そこで，スクリプトなどによる何らかの動的

な文書操作などを実装する必要がある． 
 3.3 から 3.5 の方法では，スクリプトなどの処理系

を実装している．3.3 の方法では柔軟で拡張性のある

実装であるが，サーバ側には機能を追加して実装する

必要が無いことが特徴である．3.4 や 3.5 では，サー
Client

WWW Browser

 
タベースによる実装 
ティブ XML データベース

ための情報を持つ XML 文

アントからの要求にしたが

力する．データベースから

イルから XHTML 文書を生

イアントの WWW ブラウ

ースへの要求や出力された

からの変換などは，サーブ

Web サイトとの更新内容

期的にデータベースの文書

応する XHTML 文書と比較，

できる． 
としては，データベースに

とにより，単に Web サイ

より高度な WebUI を持つ

できる点である．例えば，

報と組み合わせ利用者個別

Web サイトや，SOAP[16]の
と組み合わせた Web サイト

ーバ側で変換処理をおこな

イアントの環境に対応する

 
バ側に様々な機能を実装することにより，より高度な

Web サーバとして拡張が可能である．しかし，サー

バ構成が複雑になってしまう． 
 サーバ技術に関する検討を経て実装へ移行する以前

に，センターWeb サイトの利用者の環境を考察する

必要がある．現在，XML ベースの Web ネットワーク

システムを利用する方式は，大別して，XSLT の処理

をクライアント側でおこなう方式(3.2, 3.3)とサーバ側

でおこなう方式(3.4, 3.5)に分類することができる．ク

ライアント側で処理をおこなうと，クライアント側で

使用する WWW ブラウザやネットワーク帯域，コン

ピュータの処理能力などに影響を受けてしまう．しか

し，XML への対応が比較的進んでいる  Internet 
Explorer 6.x が WWW ブラウザのシェアの 7 割近くを

占めている[17]こと，他大学など主な Web 公開対象は

SINET に接続が多い,一般家庭でインターネット接続

の約半数が 64kbps である[1]こと，最近のコンピュー

タの高速化とインターネット利用パソコンは半数以上

が過去 2 年以内の購入である[17]ことから，クライア

ント側での処理をおこなっても大きな問題にはならな

いと考えられる．また，クライアント側で処理をおこ

なうため，サーバ側に機能を追加する必要がないので



移行も容易である．セキュリティの面からも従来の対

策で対応できる． 
 これらのことから，3.3 の方式における Web サイト

をセンターWeb サイトに実装をおこなった． 
 

4. センターWeb サイトへの実装 

 
 Web サーバ，Web サイトの構成にほぼ変更を加える

必要がなく XML サイトを実装できる方法として，

JavaScript を用いた XML サイトの実装を採用し実装

した（図-11）． 
クライアントの様々な環境への対応と安定稼動など

を考慮して，トップページからリンクをつくりこれま

での Web サイトと並行して運用できるように実装し

た（図-12）．WWW ブラウザの JavaScript や XML 処

理の対応から利用できる WWW ブラウザ(Microsoft 
Internet Explorer version 6 以降)が制限されるため，対

応していない WWW ブラウザを利用していると警告

を表示するようにした．JavaScript により XML 文書

と XSL 文書からページを生成するが，XML 文書は

「基本ページ」の XHTML 文書である（図-13）．
「XML ページ」では「基本ページ」の対応する

XHTML 文書を利用しており，どちらのページでも同

様な内容が表示される．Web ページに変更，修正を

加える時，基本構成を大幅に変えるような変更でなけ

れば，「基本ページ」の XHTML 文書を書き換えるだ

けで対応する「XML ページ」も変更される． 
 

 
図-11 センターWeb サイトへの 

JavaScript による実装 

 

 この方法では WWW ブラウザで閲覧したときに，

 

 
図-13 XML 版（上）と XHTML 版（下）の 

センターWeb サイトの比較 
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図-12 センターWeb サイトへの 

XML Web サイト実装後の構成 

 



まずクライアント側に XML ファイルと XSL ファイ

ルの全体を読み込ませるために，トップページの表示

に時間がかかってしまう．しかし，学内からの利用で

あれば通信インフラが整備されていることもあり，全

く利用に支障がない程度である．また，ファイルをす

べて最初にクライアント側に送信するために，閲覧者

がどのページやコンテンツを何回閲覧したかなどのロ

グの記録が残らない．関連するファイルをすべてあら

かじめ送信してしまうこの方式では，XML 文書の中

の必要な情報だけを取り出すことができるという特長

を生かせておらず，無駄な通信が発生してしまう． 
 

5.まとめ 

 
HTML によって記述されていた Web サイトから，

柔軟で様々な情報を扱うことができる XML による

Web サイトへの移行方法について検討をおこなった．  
その結果，既存の HTML 文書を XHTML 文書に変

更するだけでも XML 文書として扱うことが可能であ

るが，Web サイトとして活用するためにはさらに

XSL ファイルを用いることが必要であり，XSL, XSLT
を用いた変換処理をクライアント側での変換処理によ

る方法とサーバ側の変換処理による方法に大別するこ

とができ，そのそれぞれの方式ついて 2 通りずつ，計

4 種類の方式を検討した． 
その結果，クライアント側の処理の方法では，サー

バ構成などに変更を加える必要がないが，閲覧可能な

クライアント環境が制限されてしまう．サーバ側の処

理をする方法では，種々のクライアント側の環境に対

応することが可能であるが，サーバの構成が複雑にな

ってしまう．機能の柔軟性と拡張性，セキュリティ性

や運用性などを考慮すると，JavaScript を用いてクラ

イアント側で変換処理をおこなう方式が有効であるこ

とがわかった．実際にその方式で Web サイトを構築

し，既存の Web サイトと並行して XML による Web
サイトも公開したところ，現在の環境では十分実用的

であることを実証した． 
 ここでは，従来のコンテンツの利用を前提としたが，

新規 Web サイトを構築する場合，今後の公開する情

報やコンテンツの増加や様々な機能の実装などをおこ

なうことを考慮すると，これからはサーバ側の処理に

移行すべきであろう．サーバ側の処理ではクライアン

ト側の環境に合わせた Web サイトを公開できるため，

既存の Web サイトを並行運用する必要もない．また，

閲覧記録を残す機能の実装も比較的簡単におこなえる

など，より柔軟で拡張性が高い Web サイトを構成す

ることができる． 
 今回実装したセンターWeb サイトは宇都宮大学総

合情報処理センターの Web サイトで公開している

(http://www.cc.utsunomiya-u.ac.jp/)． 
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